
 

 
 
 
 
 
                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Volunteer NPO Center News Letter 
ボランティア・ＮＰＯ活動センター通信  

No.37  発行日：2019年4月 

龍谷大学教職員の皆さん向けに、ボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動をご紹介する情報紙です。教職員の皆さんに
ボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動を知っていただきたい！ ボランティア活動に参加していただきたい！ そんな思い
を込めて作成しています。 

ご挨拶    「対話する力を育む」 

 
 

 

長い間、日本社会は、ほぼ同じような価値観や生活習慣を持つ者同

士の集まりの中で、事細かに説明しなくてもいい「察しあう文化」を培っ

てきたと言われます。これは素晴らしいことだと思います。 

 しかし、今や日本で暮らす外国人は約 260 万人。50 人に１人の割合で

す。2019 年 4 月からは入管法の改正により、さらに増加すると予想され

ます。経済のグローバル化が進む中、若者や子ども達はこれから否応

なく国際社会を生きていくことになります。そこでは、「察し合う文化」は

通用しません。自分たちの価値観や論理を他者に言葉で説明する力が

求められるようになります。それは単に語学ができるとかしゃべるのが

上手という意味ではありません。 

 

 

これから求められるのは、「対話」する力です。親しいもの同士の単なる「会話」でもなく、異なる論理を戦わせてど

ちらか一つに決める「対論（ディベート）」でもありません。異なる価値観や論理を持つ人達が、互いにその擦り合わ

せを行い、お互いが「変わる」ことで新たな概念を生み出して行くのが「対話」です。 

 こうした力を身につけるためには何が必要でしょうか。それは、自分と異なる立場、状況、文化、言語をもつ多様な

人と出会い、ともに何かに取り組む（協働する）という経験です。その意味で、ボランティア活動は個人にとって、そし

て社会にとって本当に大きな意味を持っています。 

ボランティア活動に参加することで、通常の学生生活だけ送っていたのでは、とうてい出会えないような人達や課

題に出会うことができます。たとえば、開発途上国の人々、ホームレス状態にある人、大災害によって生活基盤を失

った方々、心身の障害や難病による生活課題を抱えている人・・・。そして、それらの課題解決に取り組む活動の中

で、地域住民、企業人、自治体職員、NPO/NGO スタッフなど・・・。 

さて、問題はその入り口です。何に取り組めばいいのか、どこから始めたらいいのか、多くの人は立ち止まってしま

うでしょう。 

しかし、安心してください。龍谷大学にはボランティア・NPO 活動センターがあります。専門職であるボランティアコ

ーディネーターと学生スタッフが、相談にのってくれます。また、海外体験学習、被災地での学習と支援、大学地元で

の防災活動、商店街活性化、環境保全活動、社会的孤立を防ぐ活動等々、多彩なプログラムも展開しています。 

 ボランティア活動に参加することで、学生生活の幅がぐんと広がるはず。ぜひ、センターへ足を運んでください。 

 

ボランティア・NPO 活動センター長 

筒井 のり子  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

センターでは、国内外でのボランティア活動等に関心のある本学学生に向けて、貧困・福祉・環境問題など様々な課題を抱
える国・地域を訪れ、その現状に触れながら現地のＮＰＯ/ＮＧＯなどとの交流を通じ、学生が異文化間における相互理解や共
生を学ぶことを目的に「体験学習プログラム」を実施しています。2019 年度も継続して実施致します。詳しくはセンターまでお
問い合わせください。 

2018 年度春季海外・国内体験学習プログラムを実施しました （2019 年 2 月～3 月） 

 2/22-2/25 高島市  15 名                          2/24-2/28 福島県 15名 
地域の高齢者からわら細工を教えていただく                     阿部農園にて、土の入れ替えなどの除染の話をうかがった 

                      

2/21-3/1 スリランカ民主社会主義共和国 5 名          3/1-3/6 台湾 5 名                      

プランテーションにてお茶摘みの仕方を教えていただく                  阿里山お茶栽培農家にてお茶をいただいた 

 

 

                      春季海外・国内体験学習プログラム報告会開催 
各プログラムに参加した本学学生が学んだことや感じたことを発表する機会として、各キャンパスで報告会を行います。 

教職員の皆さんも、ぜひ報告会にご来場ください。 

国内体験：4月 25日（木）18:00～19:15  
      和顔館１F 

アクティビティホール 
 
海外体験：5月 20日（月）12:30～13:10 

和顔館１F 
アクティビティホール 

 

海外体験・国内体験合同 
 

4月 26日（金）18:00～20:10 
       ６号館プレゼンテーション室 
 

Facebook      Twitter      ホームページ 

＊詳しくは看板、ポスター、
SNSで随時お知らせします 

【深草キャンパス】 【瀬田キャンパス】 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容 日時 場所 

第 1回 講義「ボランティア

って何だろう？」 

5月 20日（月）17:30～19:30 深草キャンパス和顔館 B106 

5月 24日（金）17:30～19:30 瀬田キャンパス 2号館多機能教室 

第 2回 ボランティア体験 6/1（土）、6/2（日）、6/15（土）、6/16（日）のいずれか１日 

（環境、子ども、福祉、まちづくり分野等を予定） 

第 3回 ふりかえり 6月 18日（火）17:30～19:30 深草キャンパス和顔館 B106 

6月 19日（水）17:30～19:30 瀬田キャンパス 2号館多機能教室 

学生スタッフの活動報告 

 

ボランティア・NPO 活動センターでは、学生スタッフが教職員とともにボランティア
コーディネートやボランティアの啓発・促進のための活動をしています。 
深草・瀬田キャンパス合わせて、4月 1日現在、約１００名の学生スタッフが活動し
ています。 

【瀬田】「防災・減災そなえパークの日 2019」 

へのブース出展  (3/10) 

3 月 10 日（日）に滋賀県営都市公園びわこ文化公園にて開

催された「防災・減災そなえパークの日」に本学学生 31 名が

ボランティアとして参加しました。 

 当日は、防災について考える「チャレンジ！防災ミッション」

と、身近なものでつくれる防災グッズ製作体験や非常食試食

体験ができる「びぶんちゃんとつくってまなぼう」という２つのブ

ースを出展・運営しました。 
 

 

じっくりと時間をかけ、ワークショップを通して、仲間と議論を

交わして１年間の総括をしました。また、一人ひとりが、それ

ぞれの新しい目標を考えました。 

【深草】春合宿 ＠京都府立るり渓少年自然の家 

  （2/26～27） 

普段感じている課題や想いなどをたくさん語り合い、これから

どのようなことに取り組むのか、ボラセンとして達成していき

たいことなどをじっくりと考えた 2 日間となりました。 

この講座では初めてボランティアに関わる人を対象に、ボランティアの基本や考え方を学び、実際にボランティア

活動を体験、その後ふりかえりを行います。ボランティアの魅力に出会える毎年人気の講座です。学生だけでな

く、教職員のみなさんもご参加いただけます。これを機会に、ボランティアを体験されてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

お申し込みは、ボランティア・NPO 活動センターまでご連絡ください。 

ボランティア入門講座 開催 

 

【瀬田】春合宿 ＠近江希望が丘ユースホステル 

（3/11～12） 

 



本学のボランティア・ＮＰＯ活動センターが紹介するボランティ

ア活動は、正課外活動であり、単位認定等の授業との直接的な

関係はありません。しかし、ボランティア活動を行う中で学生が自

ら問題意識を持ち、主体的に取り組んだときに生ずる感動、驚

き、挫折、葛藤、後悔などのリアリティある体験が、学生の成長を

促し、日常の学習にも大きな影響を与えると確信しています。 

 ボランティア活動のきっかけづくりとして、講義やゼミ（演習）で

ボランティア活動についての説明と、当センターの活動紹介を行

っています。担当の先生で当センターの紹介をご希望の方は、当

センターまでお申し込みください。 

【事業の概要】 

１．内容 （１）ボランティア・ＮＰＯ活動センターの活動 

（２）ボランティアとは 

（３）ボランティア活動を経験するまで 

２．時間  30～90 分（ご希望に合わせて実施できます） 

  （例） 30 分：センター紹介、「ボランティアとは」（講義） 

      60 分：上記に質疑応答が入る 

      90 分：活動紹介、センター案内  

３．時期  通年（長期休暇中を除く） 

※詳細についてはメール等で調整させていただきます。 

※お申し込みは下記（センター事務部）まで電話・メールにて 

お願いします。 

 

 

 

 

 

自然災害が多発しており、ボランティアに関心を持つ学生が多

数います。しかし、残念ながら十分に準備をせずに活動する学生

や、ボランティアについて十分に理解しているとは言えない学生

もいます。 

学生時代のボランティア活動は、現場に足を運んで手に触

れ、目で見て、耳を傾けるといった体験型の教育として、学生の

成長を促してくれます。ぜひ、学生にボランティアについて正しく

理解し、事故のないように活動してもらい、もっとボランティア・Ｎ

ＰＯ活動センターを活用してもらいたいと考えています。 

そこで、講義やゼミ（演習）で、ボランティア活動とボランティア・

ＮＰＯ活動センターの活動をボランティアコーディネーター（職員）

が紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

 

～ご希望の時間にセンターの活動を紹介します～ 

センターの見学もぜひどうぞ 
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パワーポイントを使ってセンターの活動紹介 

みなさんからの質問にもお答えします 

各自で興味のあるチラシを探してもらっている様子 

【ボランティア・NPO 活動センター開室時間のお知らせ】 

【深草】平日 8:45～16:45（火曜は 10:30～16:45）  【瀬田】平日 9:00～17:00（火曜は 10:45～17:00） 

瀬田キャンパス：〒520-2194 大津市瀬田大江町横谷 1-5 

内線 7252、Tel:077-544-7252、Fax:077-544-7261 
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